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●2004年以降急激な増加 
・世界的に研究開発が活発化している。 
・今後も順調に増加予測。 
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（カナダ） BIO VISION 
TECHNOLOGY INC. 
 CNC  4 トン／年 NRC‘s 
Biotechnology Research Institute 

激化する 
ナノセルロース材料研究 

京都大学 生存研 矢野研究室 2012  Laboratory of Active Bio-based 
Materials, RISH, Kyoto University 

2 

（カナダ）トロント大
学グループ： 18億円予

備研究を終え大型プロ
ジェクト申請 

（フィンランド） 

ナノセルロースセンター、
VTT/TKK/UPM/Abaal大学グ
ループ。約40名,70億円, CNF1
トン/日プラント稼働中 

（フランス）
CERMAVグループ
基礎研究 

（カナダ）CelluForce 
(FPInnovations &Dormtaのベン
チャー)：CNC 1トン/日 プラ
ント稼働中 

（米国）農務省林産物
研究所（FPL）と５大

学アライアンス（メー
ン大、ノースキャロラ
イナ大、ミネソタ大、
テネシー州立大、オレ
ゴン州立大）THE US 
FOREST SERVICE with 
Maine Uni.  
CNC,CNF500kg/日 

主要な拠点 2012.6 

（スウェーデン他）
Innventiaグループ 
CNF100kg/日プラント稼

働中 

（スウェーデン） 
Wood Science Center、
KTH/Chalmers大学グループ 
約50名、70億円 

●２、３年が勝負 
・製紙産業が盛んな国々 
・ナノファイバー（CNF）は日本と北欧、
ナノクリスタル（CNC）はカナダが中心。 
 
 

 
 

東京大学（磯貝）
グループ 

九州大学（近藤）
グループ 

おかやまグリーン・
バイオプロジェクト 
10億円 

JAPAN 
 

 
京都市産技研 
グループ 

京都大学（矢野） 
グループ 

（カナダ）FPInnovations 
CNC 10kg/日 

（カナダ）アルバータ
大学グループ：
CNC100kg/日プラント
建設予定 

（米国）THE US FOREST 
SERAVICE’S FOREST 
PRODUCTS LABORATORY
（FPL）CNC 35-50kg／日 



ナノセルロース利用研究
に関する現状分析 

 
●北欧北米と日本の違い 
・北米北欧のプロジェクト： 
原料メーカー（製紙産業）リード 
型。CNCもしくはCNF製造（プラ 
ント、ベンチャー等）が先行。官 
が供給体制（国際標準化を含む） 
を整備。計測や安全性の分野でカ
ナダやフィンランドがリード。 
 

・日本のプロジェクト： 
最終製品志向型。ＣＮＦ製造か 
ら複合材料化に係る基礎・応用 
研究で世界に先行。 

 
●CNCのポテンシャル評価 
現在日本にはCNCを扱う機関が 
ない。事業化にあたってはCNCの 
ポテンシャル評価は不可欠。 
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2017年のナノセルロース市場ニーズ予測 

Source: Future Markets, Inc 
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ナノセルロースの 
国際標準化（ISO） 
 

 
・2011年６月＠ワシントンD.C.（米国） 
カナダ、フィンランド、米国、日本などが参加して 
国際標準化ワークショップ（ Nanocellulose  Standards  

Workshop）を開催 
 
・2011年11月＠ヨハネスブルグ（南アフリカ） 
ISO ＴＣ２２９（ナノテクノロジーの技術委員会） 
カナダの紙パルプ技術協会（ＴＡＰＰＩ）を通じて 
参加国が共同提案 
 

TC229において下記を議論していく予定 
１）命名法 
２）計測 
３）安全性 
４）商品規格  
 
・2012年６月11-15日＠ストレーザ（イタリア） 
TC２２９においてカナダから命名法に関するプレゼン 
 
 
ISO TC229 Web： 
http://www.iso.org/iso/standards_development/technical_commit 
tees/list_of_iso_technical_committees/iso_technical_committee.htm 
?commid=381983 
 

●ナノセルロースについて、
国際標準化（国際的に共通の
基準を設けること）の動きが
進んでいます。 
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